
静

岡

県

方

言

の

過

去

表

現

に

つ

い

て

静岡県方言の過去表現について

一

概
況
と
経
過

(
注
1)

静
岡
県
中
部

方
言
(
以
下
静
岡

方
言
と
い
う)
は 、
動
詞
過
去
形
と
し
て

の 、
ィ
ッ

ケ
(
行) 、
サ
イ
ケ
(
咲〉 、
キ
ケ
(
来) 、
ノ
ン
ゲ
(
飲)
な
ど
を

備
え
て
い
る 。ミ
サ
タ
ポ
(
注
Z)

一
方

に
は
水
窪

方
言
と
い
う
も
の
が
あっ
て 、
と
れ
に
は
ケ
が
な
い
代
り 、

イ
ッ
ツ 、
サ
イ
ツ 、
キ
ツ 、
ノ
ン
ズ
な
ど
に
現
わ
れ
る 、
ツ
が
あ
る
の
で
あ

ヲ句 。乙
の
ケ
と
ツ
は
用
法
が
全
く

対
応
し 、
同
じ
文
法
的
意
味
を
有
す
る
も
の

で 、
両
者
と
も
そ
の
体
系
内
に
お
い
て
は 、
イ
ツ
夕 、
サ
イ
夕 、
キ
夕 、
ノ
ン

ダ
な
ど
に
表
わ
さ
れ
る
タ
と
は
区
別
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
点
に
特
色
が
あ

る 。
そ
の
区
別
は
結
局
「
過
去」
と
「
完
了」
の
区
別
に
相
当
す
る
と
見
る
と

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う 。
ζ
れ
に
は
「
話
手
自
身
の
動
作
に
は
通
常 、
ケ
が
用

い
ら
れ
な
い」
と
い
う
区
別
も
加
わ
っ
て
お
り 、
人
称
別
に
近
い
性
質
を
認
め

て
い
く
の
が
よ
い
か
と
も
恩
わ
れ
る
が 、
「
話
手
以
外
の
動
作
に
つ
い
て
も
完

了
表
現
に
は
タ
を
用
い
る」
の
で
あ
る
か
ら 、
タ
は
一
人
称
と
い
う
よ
う
に
決

め
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た 。
又 、
極
め
て
稀
な
場
合
に
応
じ
て 、

山

幸

洋

口

自
分
の
事
に
ケ
を
用
い
る
場
合
も
発
見
さ
れ
て
き
た 。
乙
の
よ
う
な
文
法
差
異

の
原
理
を
解
き
明
か
す
の
は
む
ず
か
し
い 。
当
事
者
遣
に
は
む
ず
か
し
く
も
何

で
も
な
い
と
と
な
の
に 、
他
郷
の
者
に
は
容
易
に
そ
の
実
態
が
つ
か
み
に
く

い 。
研
究
者
は
自
己
の
抽
象
に
よ
る
枠
に
と
だ
わ
り 、

方
言
の
話
手
達
は
あ
く

ま
で
異
体
的
に 、
そ
し
て
部
分
的
に
し
か
説
明
し
な
い
の
で
あ
る 。

(
注
3)

(
注
4)

静
岡
県
の
ζ
の
事
実
に
触
れ
た
の
は
早
く 、

新
村
出 、

東
条
操
の
両
先
達
で

あっ
た
が 、
も
ち
ろ
ん
解
決
済
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い 。
し
か
し
そ
の
後
ずっ

と 、
地
元
の
研
究
書 、
論
文
(
省
略)
に
一
切
登
場
し
て
い
な
い
の
は
無
残
な

{
注
5)

ほ
ど
で
あ
る 。
私
も
昭
和
初
年
に
井
川

方
言
の
ケ
に
注
意
し
た
の
ち 、
水
窪

方

(
注
6)

言
の
ツ
に
よ
っ
て
始
め
て 、
タ
と
の
区
別
を
知っ
た
が 、
真
相
を
究
め
得
は
し

ホンカヲネ

な
か
っ
た 。
更
に
そ
の
後 、
春
野
町 、
本
川
根
町
の
ケ
に
接
し
て 、
乙
の
ケ
が

{
注
7)

「
ツ」
と 、
ほ
Y
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
と
き
も 、
区
別
の
本
質

を
考
察
す
る
ζ
と
は
控
え
ざ
る
を
得
な
かっ
た 。
そ
し
て
必
年
に
南
伊
豆
地

方

で
ケ
に
接
し
た
の
ち 、
よ
う
や
く

全
県
下
の
調
査
を
志
ざ
し
て 、
多
く
の
話
者

{
注
8)

に
接
し
た
結
果 、
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た 。
そ
れ
に
よ
る
と 、
最
近
の

共
通
語
化
の
情
勢
下
に
お
い
て 、
水
窪
の
ツ
は
健
在
だ
け
れ
ど 、
分
布
の
広
い

ケ
は
表
退
い
ち
じ
る
し
く 、

昔
日
の
面
影
を
失
な
い
つ
h
あ
る 。
し
か
し 、

形
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容
詞
過
去
形
ほ
か
の
桜
合
の
ケ
は
か
な
り
よ
く

使
わ
れ 、
地
域
的
K
も
吏
K
広

が
り
を
み
せ
る
な
ど 、
程
々
の

言
語
地
理
学
的
興
味
を
よ
ぷ
問
題
も 、
乙
乙
に

は
あっ
た
の
で
あ
る 。

だ
が
変
化
の
様
相
や
分
布
に
つ
い
て
は
稿
を
別
に
改
め
る
ζ
と
と
し
た
の

で 、
ζ
ζ
で
は 、
国
詩
文
法
の
参
考
上 、
重
要
な
問
題
と
し
て
大
い
に
吟
味
さ

るべ
き
「
ケ」
(
又
は
「
ツ」)
と
「
タ」
の
区
別
の
・怠
義
に
つ
い
て 、
詳
し
い

考
察
を
試
み
た
い
と
思
う 。

(
注)

スシ

1

駿
河
の
ほ
Y

全
域 。
西
南
端
の
大
井
川
町 、
及
び
吉
原
市
か
ら
来
の
駿

ト
ワ東

部
K
か
け
て
は 、
ζ
の
主
流
派
で
は
な
い 。
次
に 、
法
江
の
本
川
根
町 、

中
川

根
町 、

川
板
町 、
春
野
町
は
主
流
派
に
加
わ
る

。

な
お
本
稿
で
は 、
対
訳
そ
の
他
の
煩
を
さ
け
る
た
め 、
特
定
の
一
村
方一一ι

で
は
な
く
私
の
作
っ
た
文
例
を
使
用
す
る 。
作
製
に
い
た
る
に
は 、
静
岡

マ
ガリカネ

ホンカワ
ネ

市
山
金

、

井
川
村
井
川
及
び
回
代 、

大
川
村
坂
ノ
上

、

本
川

根
町
田
代 、

中
川
根
町
久
保
尾 、

川
根
町
大
和
田
及
び

石
上 、

春
野
町
篠
原
等
方ニ一
け
の

自
然
観
察

(
談
話
録
首
を

合
む
)

及
び

、

静
岡
市
羽

鳥
・

山
梨

新
作
(
明

お

生
) 、

梅
ケ
島
村
六
郎

木
・

市
川
重

明
(
明
お
)

、

清
水
市
袖
師
・

高
橋

い
つ

(
明
川町
)

、

富
士
川

町
松
野
・

小

林
某

(
明
日記
)

、

島
田

市
大
草
・

沢

ロ
勿'4J
・・

弁
加一
(
明
お) 、
向
六
合
・

成
問
さ
と
(
明
mM) 、
同
南
町
・

植
絵
享
平

(
明
白)
そ
の
他
全
域
に
お
い
て
多
数
の
土
地
人
K
対
し
た
質
疑
を
も
と

に
し
た 。
右
の
方
々
は
な
か
で
も
格
別
K
優
れ
た
イ
ン
フ
ォ
!

?
ン
ト

達

で
あ
っ
た
と
思
う
の
で 、

後
日
の
た
め
お
名
前
を
掲
げ
て 、
ζ
の
際
感
謝

の
立
を
表
し
た
い 。

イワタ

シロエ
シ

2

遠
江
磐
田
部
水
窪
町
と

、

佐
久
間
町
旧
械

西
村 、

ウ
ガジヨ
!

問
村
羽
ケ
庄
地
区
に

行
わ
れ
る

。

ヤマカ

旧
山
杏
村 、
川

佐
久

明
治
鈍
年
言
語
学
雑
誌
中
の
「
語
学
滴
滴」

「
土
の
い
ろ」
八
/
五
「
静
岡
方
言
の
重
要
性」 。
但
し
3、

花 、
中
村
迎
夫
「
助
辞

グ
けH
に
つ
い
て」
よ
り
孫
引
き 。

5

近
後
方三日
学
会
「
東
条
操
先
々
古
柿
祝
賀
論
文
集」
小
の
「
井
川
方ニ一什

語
法
実
際」

6

「
国
語
学」
鈍
所
収

不

手|
語
法
に
み
る
遠
州
山
地
方
言
の
サ
ン

プ
ル」

「
静
岡
県
本
川
根
方一一口
の
文」

昭
和
MM
年
谷
季
国
語
学
会
に
て
発
表 。

3 
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4

と
・も

7 8 

完
了
形
の
意
味

通
常
の
口
本
文
法
説
に
お
い
て
は
一
般
的
花 、
「
た」
の
意
味
が
「
過
去」

「
完
了」
「
存
在」
の
よ
う
に
分
け
て
説
明
さ
れ
る
と
す
れ
ば 、
そ
の
「
過
去」

(
注
1)

は
時
間
的
に
の
み
扱
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る 。
し
か
し
実
除
に
は 、
そ
れ

ら
が
タ
に
統
一
さ
れ
て
い
て
そ
の
区
別
が
な
い
以
上 、
動
詞
の
場
合
は
すべ
て

(
注
2)

完
了
形
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
包
括
す
る
と
と
も
可
能
に
な
る 。
現
在
完
了
的

事
実
を
「
過
去」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
説
明
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
が 、
過

去
の
事
実
を
「
完
了」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
説
明
す
る
ζ
と
は
で
き
る
か
ら

だ 。
要
す
る
に
日
本
語
の
動
詞
の
完
了
形
は 、
現
在
的
な
完
了
と 、
過
去
を
含

む
完
了
と
を
区
別
し
な
い
で
表
わ
す 、
と
い
うべ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。

ζ
の
よ
う
な
と
き 、
品川
間
方
言
の
事
情
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ

る 。
す
な
わ
ち 、
動
詞
也
接
の
場
合
以
外
に
タ
が
用
い
ら
れ
る
ζ
と
は
な
く 、

タ
は 、
動
作
を
あ
ら
わ
す
動
詞
(「
あ
る」
以
外
の
すべ
て
の
動
詞)
の
次
の

場
合
に
行
な
わ
れ
て 、
後
に
述べ
る 、
ヶ
と
区
別
さ
れ
る 。

第
一
に 、
殆
ど
の
場
合
の
「
自
分
の
動
作」
で
あ
る 。



昨
日
ワ
沢
山
釣y
タ
ヨ

他
ワ
今
朝
八
時-一
起
キ
タ

若
イ
時
ワ
歌
手ニ
ナ
ロ
l
ト

思
ッ
タ

第
二
は 、
他
人
の
動
作 、
又
は
自
然
事
象
花
関
す
る
「
自
分
の
認
定」
を一
不

す
場
合 。

そ
の
一
「
現
在
完
了
的
な
事
実」
に
つ
い
て 。

誰
カ
ガ
コ
ノ
部
屋
オ
出
テ
イ
ッ
タ

ヒ
ヨ
l

タ
ン
カ
ラコ
7
ガ
出
タ

キ
レ
l

ニ
咲
イ
夕、不

ァ 、
来
タ
来
タ

静岡県方 言 の 過去表現につ い て

な
お
「
尖
ッ
タ
彬 。
若
物
オ
着
タ
人」
式
の
連
休
用
法
も
こ
の
部
制
で
あ
る

と
す
る 。
但
し
「
サ
| 、

行
ッ
タ
行
ッ
タ」
式
の
命
令
的
用
法
は
当

方
言
K
本

来
な
か
っ
た 、
と
い
う
報
告
を 、
水
程 、
井
川
に
て
得
た
乙
と
が
あ
る 。

そ
の
二
「
過
去
の
事
柄
で
あっ
て
も 、
(
証
拠
を
目
前
に
み
る
な
ど
し
て)

そ
れ
を
今 、
確
認
す
る」
場
合 。

(
ぬ
れ
た
庭
を
見
て)
ユ
l

ベ
ワ
雨
ガ
降
ッ
タ
ネ

(
よ
ど
れ
た
ズ
ボ
ン
を
見
て)
7
夕 、
ド
ロ
ン
コ
遊
ピ
オ
シ
タ
/

コ
ノ
字
ワ
先
生
が
書
イ
タ

イ
ク
ツ
拾
ッ
タ
?

そ
の
三
「
過
去
の
動
作 、
事
柄
が
具
体
的
に
生
じ
た
乙
と 、
そ
の
乙
と
に
ポ

イ
ン
ト

を
お
く

叙
法」
と
し
て 。

昨
日
ワ
雨
ガ
降
ッ
タ

ア
イ
ツ
ガ
一
番ニ
ナ
ッ
タ

兵
隊ニ
行
ッ

テ
死
ン
ダ

彼
ワ
何
々
学
校
オ
卒
業
シ
タ
ン
ダ、不

乙
れ
は 、
事
柄
自
休
は
ケ
の
対
象
と
共
通
で
あ
る
が
過
去
の
特
定
の
主
体
や

時
日
に
つ
い
て
認
識
新
た
に
述べ
る
と
い
う
窓
味
あ
い
を
も
っ 。
し
た
がっ
て

事
実
を
な
ま
な
ま
し
く

感
じ
さ
せ
る 。
通
常
「
モ
l
l
シ
タ」
と
か
「
i

シ
テ
シ
マ
ッ
タ」
「
ト
l
ト
l
i
シ
タ」
の
よ
う
な
い
い
か
た
は
と
れ
に
属

す
る
し 、
実
際
に
は
「
モ
l」

や
そ
れ
ら
が
用
い
ら
れ
な
く
て
も 、
そ
れ
を
言

外
κ
乙
め
て
い
う
場
合
が
ζ
の
タ
の
い
い
か
た
だ
と
も雪守え
る 。
ケ
の
い
い
か

た
と
の
迷
い
か
た
は 、
同
じ
事
実
を
指
し
て
も 、
「
モ
!

二
時
タ」
と
「7
ダ

二
時
ダ」
が
あ
り
得
る
よ
う
な 、
そ
う
い
う
性
質
の
迷
い
か
た
で
あ
る 。

一
面
で
は 、
動
詞
に
よ
っ
て
そ
う
い
う
芯
味
の
も
と
に
お
か
れ
や
す
い
動
詞

と 、
そ
う
で
な
い
動
詞
と
が
あ
る
ζ
と
も
考
え
ら
れ
る 。
「
成
る 。
済
む 。
終

る」
な
ど
は
前
者
で
あ
る 。
又 、
過
去
の
乙
と
で
も
「
今
年」
と
か
「
今
日」

「
今
朝」
の
類
の
時
間
規
定
の
も
と
で
表
わ
さ
れ
る
動
作
も 、
タ
を
用
い
や
す

い 。
「
今
朝
オ
客
サ
ン
ガ
米
タ」
は
「
サ
ツ

キ
オ
客
サ
ン
ガ
来
ケ」
よ
り
も
以

前
で
あ
り
え
た
り
す
る 。
だ
が
絶
対
で
は
な
い 。
英
語
で
は
吉田Z
E伊
予
F2

2∞
Z
L
Z
2r
R
含
予
な
ど
の
副
討
に
関
連
し
て
は
過
去
時
制
が
用
い
ら

れ 、
過
去
の
事
柄
で
あっ
て
も 、
HYZ
BO
B-ロ∞・
55
唱
2
F
同町回目
可O
RW

{
注
3)

な
ど
の
副
詞
の
も
と
で
は
現
在
完
了
形
が
用
い
ら
れ
る
事
が
多
い 、
と
い
う
が

果
し
て
ど
ん
な
も
の
か 。

だ
が
右
の
第
二
全
体
(
そ
の一
】土ニ)
の
事
情
は
英
語
の
「
現
在
完
了」
と

結
局
同
じ
で
あ
る 。
英
語
に
お
け
る
「
現
在
完
了」
と
「
過
去」
の
対
比
の
考

え
方
は
次
の
よ
う
に
あ
く
ま
で
相
対
的
な
も
の
で 、
ζ
れ
は
静
岡

方
言
K
も
あ

て
は
ま
る 。

現
在
か
ら
隔っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
の
強
弱
は 、
必
ら
ず
し
も
実
際
の
現

在
か
ら
の
距
離
の
長
短
に
比
例
す
る
の
で
な
く 、
か
な
り
主
観
性
の
強
い
も

の
で
あ
り 、
事
情
に
よっ
て
は
す
ぐ
前
の
と
と
も
過
去
と
把
握
さ
れ 、
と
き
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に
は
反
対
に
か
な
り
以
前
の
と
と
も
現
在
と
深
い

関
係
あ
る
も
の
と
把
握
さ

を
と

れ
る 。

私
は
静
岡
方
言
の
タ
と
ケ
の
区
別
に
は 、
殆
ど
英
語
の
現
在
完
了
と
過
去
の

­

別
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ
る
と
考
え
る 。
も
ち
ろ
ん
静
岡
方
言
の
場
合
は 、

「
自
己
の
行
為」
に
つ
い
て
は 、
すべ
て
完
了
形
の
タ
で
表
わ
す 、
と
い
っ
た

と
乙
ろ
で
英
語
と
大
き
く
異
な
る 。
し
か
し
そ
う
い
う
「
自
分
の
認
定」
が

「
自
分
の
動
作」
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
形
成
し
て
一
般
的
な
過
去
形
と
対
立

関
係
を
構
成
す
る
と
い
う
と
ζ
ろ
は 、
静
問
方
言
的
完
了
法
と
も
い
うべ
き
独

自
性
な
の
で
あ
る 。

(
注
)

1

同
ま
同
誌
研
究
所
編

「
現
代
語
の
助
詞
助
動
詞
」 、

明
治
舎
院
日
本
文

法
講
座
6
「
日
本
文
法
辞
典
」 、

国
語
研
究
所
論
集

「
ζ
と
ば
の
研
究
」

第
2
集
中
の
鈴
木
近
ギ
「
現
代
日
本
認
の
動
詞
の
テ
ン
ス
」

等
は
そ
の
立

場
か。松

下
大
三
郎
「
段
準
日
本
口
話
法」 、
日
本
文
法
講
座
1

「
総
論
」

中

の
金
問
一

春
彦
「
時
・

態
・

相
お
よ
び
法
」

に
そ
の
説
明
を
み
る

。

3、
4

研
究
社
英
文
法
シ
リ
ー

ズ
ロ
福
村
虎
治
郎
「
時
制
と
態
」

p
お
ほ

、a
o品川N

2 

過
去
形
の
意
味

ケ
(
又
は 、
水
訟
の
ツ)
が
用
い
ら
れ
る
の
は 、
前
項
タ
の
場
合
を
除
く
す

べ
て
で 、
ま
ず
形
容
詞
の
過
去
形
は 、
た
と
え
ば
「
無
い 、
悲
い」
の
場
合
な

ら 、
ナ
イ
ッ
ヶ 、
サ
ム
イ
ッ
ケ
或
い
は 、
ナ
カ
ッ
ヶ 、
サ
ム
カッ
ケ
(
水
窪
方

言
で
は 、
ナ
カ
ッ
ッ 、
サ
ム
カ
ッ
ツ)
の
よ
う
に 。
動
詞
否
定
の
過
去
形
「
行

か
な
い 。
見
な
い」
の
場
合
な
ら 、
イ
カ
ナ
イ
ッ
ケ 、
ミ
ナ
イ
ッ
ケ
或
い
は 、

イ
カ
ノ
l
ッ
ヶ 、
ミ
ノ
l
ッ
ケ
或
い
は 、
イ
カ
ナ
ン
ゲ 、
ミ
ナ
ン
ゲ
或
い
は 、

イ
カ
ナ
ツ
ケ 、
ミ
ナ
ツ
ケ
或
い
は 、
イ
カ
ン
ケ 、
ミ
ン
ケ
(
以
上 、
地
域
に
よ

り
異
な
る 。
水
窪
イ
カ
ナ
ン
ズ 、
ミ
ナ
ン
ズ)
の
よ
う
に 。
次
に
形
容
動
詞
の

過
去
形
は 、
「
楽
だ 、
気
の
毒
だ」
の
場
合
な
ら 、
ラ
ク
ダ
ッ

ヶ 、
キ
ノ
ド
ク

ダ
ッ
ケ
或
い
は 、
ラ
ク
ナ
ッ

ヶ 、
キ
ノ
ド
ク
ナ
ッ
ケ
(
水
窪
i
ッ
ツ)
の
よ

う
に 。
指
定
の
「
だ」
の
過
去
形
は 、
「
れ
だ」
な
ら 、
ハ
ル
ダ
ッ
ケ
(
水
窪

ハ
ル
タ
ソ
ツ)
の
よ
う
K 。
そ
れ
ら
は
すべ
て
ケ
(
又
は 、
ツ)
で
あ
る 。
ζ

の
場
合
は
自
分
の
と
と
で
も

ア
l

ア
l 、

面
白
イ
ツ
ケ

欲
シ
ク
テ
タ
マ
ン
ナ
イ
ツ
ケ
(
と
手
を
出
す〉

よ
う
に
ケ
を
用
い
る 。

動
詞
中 、
特
に
存
在
詞
と
呼
ば
れ
も
す
る
「
あ
る」
と
い
う
語
は 、
そ
の
過

去
形
は
ア
ッ
ケ
(
水
箆
ア
ッ
ツ)
が
殆
ど
で
あ
る 。

(
探
し
も
の
が
見
つ
かっ
た
と
き)
コ
ン
ナ
ト
コ
ニ
ア
ッ
ケ

と
い
い・つ
る 。

そ
れ
ら
は
完
了
形
な
の
で
は
な
い
の
で
あ
る 。
方
言
の
純
粋
な
話
手
達
は
そ

の
場
合
に
タ
を
用
い
な
い 。
私
の
行
な
っ
た
榛
原
郡
本
川
根
町
方
言
の
自
然
談

話
の
録
音
中
K
も 、
百
二
十
三
個
の
形
容
詞
過
去
形
は
すべ
て
ケ
で 、
タ
の
例

(
注
1)

は
な
かっ
た 。
形
容
詞
の
場
合
も 、
指
定
の
「
だ」
の
場
合
も 、
そ
の
ケ
(
水

窪
方
言
の
ツ 。
以
下
略〕
は 、
共
通
話
や
浜
松
市
方
言
な
ど
の
タ
と
全
く
同
じ

も
の
な
の
で
あ
る 。
こ
れ
ら
を
一
般
的
な
過
去
形
と
よ
ぶ
と
き 、
次
に
い
う
一

般
動
詞
に
つ
く
ケ
の
場
合
も 、
そ
れ
は
過
去
形
で
あ
る
と
す
る
の
が
最
も
妥
当

で
あ
る 。
意
味
的
に
も
明
ら
か
に
「
過
去」
を
話
題
に
し
て
い
る 。

動
詞
に
直
接
つ
く

形
で
ケ
が
用
い
ら
れ
る
の
は 、
第
一
に 、
他
人
の
動
作
や

自
然
現
象
に
お
け
る
「
過
去
の
事
実
を
人
に
向っ
て
話
す
場
合」
で
あ
る 。
乙
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れ
を
次
の
よ
う
に 、
二
通
り
に
分
け
る 。

そ
の一
「
特
定
的
な
過
去
の
時
点
の
動
作」 。

彼
ワ
何
々
学
校
オ
卒
業
シ
ケ
ヨ

オ
ジ
l

サ
ン
ガ
死
ヌ
時コ
l

言ッ
ヶ、不

昨
日
ワ
雨
ガ
降
ッ

ケ
ガ。e

サ
ツ
キ
誰
々
ガ
来
ケ
ゾ

そ
の
こ
「
幅
広
く
ば
く

ぜ
ん
と
不
特
定
的
に
と
ら
え
た
過
去
の 、
一
回
限
り

で
な
く
そ
の
間
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
動
作」
(「
行
わ
れ
た」
と
い
う
よ
り

「
存
在」
し
た
と
と
ら
れ
る
べ
き
動
作) 。

ア
ノ
辺
ニ
ワ
花
が
咲
イ
ケ
ナ

オ
ジ
1

サ
ン
ワ
ヨ
ク
溜
オ
飲
ン
ゲ
ヨ

昔
ノ
オ
祭
リ
ワ
モ
ッ
ト

盛
大ニ
ヤ
ッ

ケ

痘
搭
デ
子
供
ガ
何
人
モ
死
ン
ゲ

去
年
ワ
ヨ
ク
雪
ガ
降
ッ

ケ
ダ

昨
日
ワ
鮒
ガ
釣
レ
ケ
デ

静岡県 方 言 の 過去表現について

右
の
「
そ
の
こ
は
と
ら
え
か
た
に
よ
り
容
易
に
タ
の
立
場
と
交
替
し
う

る 。
タ
の
第一
の
「
そ
の=
こ
が
そ
れ
に
当
る
の
で
あ
る 。
乙
の
事
情
は
英
語

に
お
け
る
過
去
と
現
在
完
了
の
使
い
分
け
に
も
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
ζ
と 、

前
述
し
た
通
り
で
あ
る 。

第
二
と
し
て
は 、
ケ
は
通
常
「
自
分
の
動
作」
は
表
わ
さ
な
い
が
絶
対
皆
無

と
い
う
の
で
は
な
く 、

昔
の
不
連
続
的
多
数
の
経
験
を
語
る
と
き
に
少
し
認
め

ら
れ
る
ζ
と
が
注
意
さ
れ
よ
う 。
た
と
え
ば 、

昔
ワ
ヨ
ク
山
デ
狐
オ
見
ケ
ヨ

は一
般
的
事
実
を
語っ
て
い
る
が 、
乙
れ
に
は
「
自
分」
の
見
た
ζ
と
も
含
ま

っ
て
い
る
と
と
に
な
る 。
例
外
的
に
と
の
「
見
ケ」
は 、
誰
か
が
「
居
た」
窓

味
に
代
え
て
右
の
よ
う
に 、
よ
く
用
い
る
ら
し
い
が
な
お
調
査
を
要
す
る 。
次

-」

的関
ト

ユ
l

人
間
モ
(
昔
ワ)
ズ
イ
ブ
ン
ワ
ガ
マ
マ
オ
云
ッ

ケ
ダ

の
よ
う
に
自
分
を
他
人
ど
と
の
よ
う
に
扱
う
場
合
や 、

ア
ノ
頃
ヨ
ク
酒
オ
欽
ン
ダ
リ
シ
ケ
ヨ

小
サ
イ
時 、
親
類
ノ
家-一
行
ッ
タ
リ
シ
ケ
ガ

の
よ
う
に
「
何
々
し
た
り
し
た」
の
「
し
た」
の
よ
う
な
迂
図
的
な
言
い

方
に

お
い
て 、
ケ
が
現
わ
れ
る 。
い
ず
れ
も

方
言
の
現
状
と
し
て
は 、
き
わ
め
で
稀

に
無
意
識
的
に
し
か
行
わ
れ
な
い
よ
う
で 、
通
常
は
後
述
す
る
よ
う
な
「
タ
ッ

ケ」
の
い
い
か
た
が
代っ
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

以
上
に
つ
い
て
私
は 、
そ
れ
を
「
過
去」
形
と
み
る 。
乙
の
過
去
形
と
い
う

考
え

方
に
対
し
て 、
そ
の
用
法
は
テ
ン
ス
と
い
う
よ
り
ア
ス
ペ
ク
ト

乃
至
ム
ー

ド
に
属
す
る
の
で
あ
り 、
「
過
去」
と
よ
ぶ
よ
り
「
回
想」
と
よ
ぶ
べ
き
だ
と

す
る
意
見
の
あ
り
そ
う
な
と
と
ろ
で
あ
る 。
し
か
し
「
回
想」
は
過
去
を
回
想

す
る
ζ
と
だ
と
し
て 、
「
過
去
形」
に
添
加
す
る
性
質
と
す
る

方
が
な
お
ふ
さ

わ
し
い 。
静
岡

方
言
の
ケ
は
過
去
形
そ
の
も
の
を
担
う
の
で
あ
り 、
付
有
す
る

回
想
で
は
な
い 。
東
京
語
で
は 、
行
ッ
タ
ッ
ヶ 、
春
ダ
ッ
タ
ッ
ヶ 、
寒
カ
ッ
タ

ツ
ケ
に
お
け
る
ケ
が 、
多
く
は
タ
に
添
え
ら
れ
る
形
で 、
そ
し
て

言
い
切
り
的

(
注
2)

に
用
い
ら
れ
る
の
で 、
「
回
想
し
た
事
実
を
詠
嘆
的
に
述べ
る」
と
し
て
良
い

で
あ
ろ
う 。
し
か
し
静
岡

方
言
は
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
も
な
い 。
と
も

す
る
と
わ
れ
わ
れ
は
中
央
の
現
状
を
も
と
に
し
て 、
春
ダ
y

ケ
の
よ
う
な
い
い

か
た
に
つ
い
て
も 、
そ
れ
を
春
ダ
ッ
タ
ッ

ケ
の
変
形
な
い
し
略
形
で
あ
る
か
の

よ
う
に
ば
く

ぜ
ん
と
思
っ
た
り
し 、
更
に
そ
れ
以
外
の
すべ
て
の
ケ
も
そ
れ
に

従
が
わ
し
め
て
考
え
や
す
い 。
と
の
場
合
そ
の
事
伯
は
逆
で 、
お
そ
ら
く

静
岡

方
言
の

方
が 、
歴
史
的
に
も
文
法
的
に
も
本
来
の
秩
序
を
保っ
て
い
る
の
で
あ
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る 。
乙
れ
は
言
語
地
理
的
に
も 、
江
戸
時
代
の
文
献
か
ら
も
ほ
ぼ
証
明
さ
れ
よ

う
が 、
考
察
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る 。

こ
の
よ
う
に
静
岡
方
言
の
「
ケ」
は 、
一
般
の
動
詞
に
つ
く

上
で 、
「
タ」

(「
自
己
の
認
定」
「
自
己
の
動
作」
を
表
わ
す)
と
対
立
す
る
意
味
と 、
そ
れ

に
制
約
さ
れ
た
用
法
を
持っ
て
い
る 。
「
ツ」
も
同
様 、
「
そ
の
と
と
を
人
に
む

け
て
話
す」
と
い
う
の
は 、
っ
き
つ
め
る
と
次
の
よ
う
な
芯
義
を
も
つ
の
で
は

な
か
ろ
う
か 。
す
な
わ
ち
「
人
に
話
す」
と
き
は
当
然
「
自
分
が
す
で
に
知っ

て
い
る
と
と」
を
人
に
話
す
の
で
あ
り 、
「
す
で
に」
と
い
う
点
が
イ
コ
ー

ル

「
過
去」
に
な
る
で
あ
ろ
う 。
又 、
「
知
っ
て
い
る
乙
と」
す
な
わ
ち
「
知
識」

と
い
う
点
も
乙
の
場
合
の
ひ
と
つ
の
鎚
で
あ
る 。
「
自
己
の
動
作」
や 、
或
い

は 、
そ
の
時
表
出
さ
れ
る
「
自
己
の
認
定」
は
日
本
語
の
観
念
で
は
「
知
識」

で
は
あ
り
え
ず 、
そ
れ
を
知
識
と
す
る

||'
い
っ
た
ん
客
体
的
な
も
の
と
し
て

意
識
す
る

||
と
き 、
時
間
の
推
移
を
伴
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る 。(
注
)

1
「
静
例
県
本
川
根
方
言
の
文」

「
現
代
詩
の
助
調
助
動
詞
」

2 

四

過
去
完
了
法
の
存
立

乙
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
静
間
県
の
「
ケ
の
方
言」
に
は 、
ー

ケ
や
i
タ

の
ほ
か
に 、
ー
タ
ッ

ケ
と
い
う
過
去
形
も
存
在
す
る 。
「
ツ
の
方
言」
に
は
l

タ
7
ツ
が
あ
る 。
ケ
や
ツ
の
な
い
タ一
本
の
方
言
に
も 、
ー
タ
ッ
タ
が
あ
る 。

三
者
の
持
つ
意
味
用
法
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
あ
る 。
タ
ッ

ケ
は
束
京
語
の
タ
ツ

ケ
と
引
当
て
ら
れ
て
「
過
去
回
想」
の
語
法
と
み
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
ろ

う
が
私
は
賛
成
し
な
い 。
現
代
来
京
語
の
限
定
さ
れ
た
文
末
助
詞
的
な
姿
に
比

し 、
方
言
の
は
もっ
と
活
滋
で
あ
る 。
タ
ッ

ケ
は
「
過
去
回
想」
だ
と
強
く

主

張
す
る
人
も 、
タ
ッ
ツ
や
タ
ッ
タ
に
つ
い
て
は
い
っ
た
ん
ち
ゅ
う
ち
ょ

す
る
で

あ
ろ
う 。
東
京
を
主
に
考
え
る
習
慣
が
あ
る
証
拠
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。
と
の

語
法
が
東
京
標
準
語
(
乙
れ
に
関
し
て 、
そ
の
源
流
は
本
州
西
部
方
言
と
思
わ

れ
る)
に
な
い
た
め 、
静
岡
県
の
み
な
ら
ず
本
州
東
部
に
広
く

分
布
す
る
の

に 、
国
語
文
法
上
正
当
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る 。
以
下

は 、
あ
え
て
タ
ッ

ケ
の
形
を
使っ
て
論
を
進
め
る 。

ソ
l

ユ
!
コ
ト
l

何
度
モ
間
イ
タ
ッ

ケ
ヨ

「
行
ッ

テ
ク
ル」
ツ

テ
言
ッ
タ
ッ

ケ
ナ
l

苛
ナ
ラ
雨
乞
イ
オ
シ
タ
ッ

ケ
ガ

ヨ
y

ポ
ド

止
メ
ヨ
|
ト

思
ッ
タ
ッ

ケ

ド
ッ

チ
l

行
ッ
タ
ッ
ケ
カ
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語
形
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
通
り 、
乙
れ
は
「
完
了」
の
タ
の
過
去
形
で
あ

る 。
自
分
の
行
為
や
自
分
の
確
認
が
特
に
過
去
の
と
と
で
あ
る
と
い
う
場
合
に

用
い
る
が 、
ζ
れ
の
共
通
語
訳
と
し
て
は
「
聞
い
た
ζ
と
が
あっ
た」
「
言っ
た

(
注
1)

の
だ
っ
た」
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か 。
注
意
深
く

観
察
す
る
と 、
な
か
に
は
癖
と

し
て 、
自
己
の
過
去
的
な
動
作
は
すべ
て
と
の
形
を
用
い
る
個
人
が
あ
る 。

キ
ノ
l

ワ
カ
ゼ
オ
ヒ
ー

タ
ッ

ケ
デ
会
社
オ
休
ン
ダ
ッ

ケ
ヨ

は 、
訳
と
し
て
は
「
風
邪
を
引
い
た
の
で
会
社
を
休
ん
だ」
と
さ
れ
て
も
し
か

た
が
な
い
よ
う
な
も
の
だ' o
過
去
と
完
了
の
対
立
あ
り
と
は
い
え 、
過
去
形
が

非
常
な
衰
微
を
し
て
い
る
今
日 、
ζ
の
「
完
了
の
過
去
形」
が
そ
れ
K
代っ
て

か
な
り
幅
を
き
か
せ
て
い
る
乙
と
も
事
実
で
あ
る 。

オ
ジ
l

サ
ン
ワ
ヨ
ク
酒
オ
飲
ン
ダ
ッ

ケ
ヨ

ア
ノ
辺ニ
ワ
花
が
咲
イ
タ
ッ

ケ
ガee

キ
ノ
l

ワ
雨
が
降y
タ
ッ

ケ
ナ



静岡県方言の過去表現について

乙
れ
ら
と 、
さ
き
の
「
過
去」
の
用
例
と
の
意
味
上
の
差
異
に
つ
い
て
客
観

的
な
基
準
を
求
め
る
ζ
と
は 、
む
ず
か
し
い
場
合
が
あ
る 。
もっ
と
も
英
語
に

も
「
過
去」
と
「
過
去
完
了」
が
等
し
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
か
ら 、
そ
れ
は

(
注
2)

と
り
た
て
て
問
題
に
な
ら
ぬ
か
も
し
れ
ぬ 。
ま
た 、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
用
例
に

あ
た
っ

て 、
解
釈
文
法
的
に 、
表
現
文
法
的
に
説
明
す
る
と
な
れ
ば 、
「
過
去

の
回
想」
「
完
了
の
念
押
し 、
強
調」
「
過
去
の
確
認」
「
不
確
か
な
乙
と
を
思

い
出
す」
な
ど 、
い
ず
れ
も
の
解
釈
が
そ
の
場
そ
の
場
で
適
用
可
能
で
あ
る 。

あ
る
時
は
「
大
過
去」
「
過
去
の
過
去」
と
い
う
解
釈
が
当
り
そ
う
に
な
る
ζ

と
も
あ
る 。
だ
が 、
過
去
と
い
う
抽
象
的
な
時
点
を
基
準
に
し
て
更
に
過
去
を

設
定
す
る
と
い
う
の
も
変
だ
し 、
あ
ま
り
に
も
遠
い
過
去
の
乙
と
が
話
題
に
な

れ
ば
「
想
い
出
す」
要
紫
や
「
不
確
か
な」
要
素
が
備
わ
る
の
は
又 、
当
然
で

あ
る 。
実
際
に
は 、

ア
イ
ツ
ナ
ラ
サ
ツ
キ
モ
来
タッ
ケ
ヨ

の
よ
う
に
さ
っ
き
の
乙
と
で
も
言
い
う
る
の
で
あ
る 。
乙
れ
ら
と
普
通
の
過
去

形
と
比
較
す
る
と 、
次
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
と
思
う 。
す
な
わ
ち 、

死
ヌ
時
オ
ジ
l

サ
ン
ガコ
l

言ッ
ケ

は 、
今
現
在
そ
の
言っ
た
ζ
と
が
何
ら
か
の
形
で
拘
束
力
を
持
ち
え 、

。
コ
l一

言
ッ
タッ
ケ

だ
と 、
そ
と
ま
で
行
か
ず 、
過
去
の
と
と
は
過
去
の
こ
と 、
も
う
済
ん
だ
と
と

と
し
て
話
す
か
ら
直
接
に
は
影
響
し
な
い 。
現
在
と
の
何
ら
か
の
関
わ
り
は一

応
棚
に
お
い
て 、
過
去
の
そ
う
い
う
事
実
の
有
無
に
ピ
ン
ト

を
合
わ
せ
る 。
よ

い
例
と
し
て
少
し
大
げ
さ
に
な
る
が
吉
図
書
簡
の
ζ
と
で
い
う
と
わ
か
り
や
す

い
か
も
し
れ
な
い 。

吉
田
元
首
相
ガコ
l

言ッ
タッ
ケ

と
い
う
と 、
そ
れ
は
も
は
や
吉
田
書
簡
に
と
ら
わ
れ
ま
い 、
そ
の
と
と
は
そ
の

乙
と
と
し
て
お
く

立
場
の
発
言
と
な
り
え 、

コ
l

言ッ
ケ

と
い
う
と 、
書
簡
の
効
力
を
直
接
持
ち
出
し
た
形
に
な
る 。
別
の
例 、

コ
ノ
花
ワ
今
年
ノ
春ニ
咲
イ
ケ
ヨ

は 、
花
の
正
常
な
活
動
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
と
か
の
た
め
の
材
料
で
あ
る

が 、

咲
イ
タッ
ケ
ヨ

と
い
え
ば 、
現
在
に
関
わ
り
な
く
あ
の
時
咲
い
た
と
い
う
事
実
を
述べ
る
に
と

ど
ま
り 、
も
う
過
ぎ
た
ζ
と 、
と
い
うニ
ュ
ア
ン
ス
が
前
面
に
出
る 。

と
れ
ら
に
は
ひ
と
つ
の
共
通
す
る
窓
味 、
す
な
わ
ち
「
そ
の
動
作
は
以
前
に

お
い
て
す
で
に
終
え
て
い
る」
と
い
う
芯
戸
核)
が
あ
る 。
乙
の
意
味
は 、
文

法
上
「
完
了
形
の
過
去
形」
と
い
う
体
系
上
の
位
置
K
立っ
て
い
る
の
で
あ

る 。
乙
れ
は 、
英
文
法
で
い
う
「
過
去
完
了」
法
と
ほ
Y
匹
敵
すべ
き
も
の
と

私
は
考
え
る 。
と
の
存
立
は 、
当
方
言
に
お
け
る
「
過
去」
と
「
完
了」
の
分

別
事
実
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
よ
う 。

な
お
都
市
部
に
お
け
る
近
時
の
傾
向
と
し
て 、
形
容
詞
や
指
定
の
「
ダ」
に

も 、
寒
カ
ッ
タッ
ヶ 、
ソ
l

ダ
ッ
タッ
ケ
の
よ
う
な 、
タッ
ケ
の
い
い
か
た
を

耳
に
す
る 。
と
れ
は
怨
カ
ッ

ケ
や
ソ
ー

ダ
ッ

ケ
と
同
じ
意
味
を
表
わ
す
に
す
ぎ

な
い
と
も
思
え
る
が 、
或
い
は
回
想
の
立
場
を
表
明
す
る
語
法
の
独
立
進
展
を

示
す
事
象
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。
と
い
っ
て
も
東
京
語
の
其
似
な
の
で
あ

り 、
山
村
地
帯
に
は
未
だ
な
い 。
し
か
し
又 、
タッ
タの
地
域
(
ケ
も
ツ
も
な

い
が 、
過
去
完
了
形
と
し
て
の 、
ー
タッ
タを
有
す
る
地
域

||
静
岡
県
天
竜

川
西
の
浜
松
方
言
な
ど)
に
は
形
容
詞
の
場
合
K 、
寒
カ
ッ
タッ
タが
稀
に
あ

る 。
文
法
的 、
適
時
的
κ
は
類
推
に
起
因
し
ょ
う
が 、
寒
カ
ッ
タと
い
う
乙
と

の
タ(
過
去)
の
部
分
の
強
調
的
な
役
割
を
果
す
よ
う
で
あ
る 。
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(
注)

1

N
H
K
「
全
国
方
言
資
料
」

に
は
本
州
東
部
諸
方
言
に
し
ば
し
ば
登
場

し 、

こ
の
よ
う
な
対
訳
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
と
と
が
多
い

。

福
村
虎
治
郎
「
時
制
と
態
」

p
叩

2 

五

静
岡
方
言
の
テ
ン
ス
の
体
系

こ
の
よ
う
な
過
去
表
現
の
区
分
に
は 、
同
じ
事
柄
に
対
し
て
も
異
な
る
話
手

の
立
場
や
態
度
が
関
係
す
る
と
と
ろ
が
大
き
い 。
し
た
が
っ
て

日
本
語
で
は 、
文
法
上
の
時
の
体
系
が
不
明
確
で 、
西
欧
語
に
み
ら
れ
る

過
去・
現
在・
未
来
の
三
分
法 、
そ
の
他
の
体
系
を
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で

き
な
い 。
そ
れ
は 、
日
本
語
の
時
性
観
念
が
言
語
主
体
の
心
的
態
度
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
で 、
日
本
語
に
お
い
て 、
時
性
区
分
を
す
る
と
と

(
注
l)

は 、
意
味
が
な
い
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
る 。

の
よ
う
に 、
よ
く
い
わ
れ
る 。
日
本
語
の
古
文
K
お
け
る
「
時
の
助
動
詞」
も

「
回
想
の」
或
い
は
「
詠
嘆
の」
と
い
う
よ
う
に 、
ム
ー
ド

的
な
文
法
形
式
と

さ
れ
や
す
い 。

し
か
し 、
テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト 、

更
に
ム
l
ド

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
ま
り
に
も

濃
い
結
び
つ
き
を一
不
す
の
は
決
し
て
日
本
語
だ
け
の
特
性
で
は
な
か
っ
た 。
文

法
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
区
分
上 、
そ
れ
ら
の
交
錯
は
諸
国
語
に
で
も
つ
ね
K
ひ
と
つ

の
課
題
と
な
る
よ
う
で
あっ
て 、
た
と
え
ば
英
語
に
お
け
る
「
過
去」
と
「
現

在
完
了」
も 、
と
き
に
は
同一
事
象
に
対
す
る 、
見
方
の
入
れ
代
り
に
す
ぎ
な

い
場
合
が
あ
る 。
通
時
的
に
は
英
語
の
過
去
形
と
完
了
形
の
区
別
が
む
ず
か
し

い
と
い
う
の
は
通
説
で 、
ド
イ
ツ
語
に
で
も 、
フ
ラ
ン
ス
語
に
で
も 、
ラ
テ
ン
語

に
で
も 、
そ
れ
が
更
に
は
歴
史
的
に
も
現
代
語
κ
も 、
そ
の
よ
う
な
錯
綜
は
あ

(
注
2)

る
と
い
う 。
諸
外
国
語
を
通
覧
す
る
の
は
常
に
興
味
深
い
が 、
そ
の
結
果 、
細

江
逸
記
氏
の
よ
う
に
「
動
詞
の
寸
2
8
な
る
も
の
は
本
来
思
想
様
式
の
区
別

を
表
わ
す
も
の
で
あ
る」
と
い
い 、
現
在
形
や
進
行
形
等
と
と
も
に 、
む
し
ろ

ム
ー
ド
に
属
し 、
テ
ン
ス
な
る
独
立
の
範
ち
ゅ
う
を
認
め
な
い
と
す
る
の
は
い

(
注
3)

か
が
な
も
の
か 。
そ
れ
を
強
調
す
る
あ
ま
り 、
断
面
の
別
の
切
り
取
り
方
の
可

能
性
を
見
失
な
う
乙
と
に 、
私
は
賛
成
で
な
い 。

金
田一
春
彦
氏
は
模
範
的
な
テ
ン
ス
の
変
化
の
例
を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

語
で
示

さ
れ
「
現
実
の一一言
語
で
は
乙
の
よ
う
な
整っ
た
三
つ
の
テ
ン
ス
を
そ
ろ
え
て
も

(
注
と

っ
て
い
る
も
の
は
探
し
に
く
い」
と
い
わ
れ
た
が 、
や
は
り
英
語
の
河
合
茂
氏

が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
と
と
と
暗
合
す
る
の
は
お
も
し
ろ
い 。

文
法
範
時
に
は
意
味
と
形
態
と
が
共
に
考
慮
に
入
れ
ら
れ
る 。
そ
の
と
き

単一
の
形
態
が
い
つ
も
単一
の
意
味
を
示
す
ζ
と
は
人
造
語
に
お
い
て
は
可

能
で
あ
ろ
う
が 、
歴
史
的
社
会
的
所
産
で
あ
る
実
在
の
言
語
で
は
そ
う
な
っ

て
い
な
い 。
人
造
語
と
言
え
ど
も 、
時
の
経
過
を
経
れ
ば 、
実
在
の
言
語
の

(
注
5)

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う 。

つ
ま
り 、
う
ら
が
え
せ
ば 、
テ
ン
ス
に
伴
な
う
ア
ス
ペ
ク
ト

や
ム
l
ド

的
な

表
現
は 、
歴
史
を
持
つ
言
語
に
必
然
の
特
性
で
あ
ろ
う
と
い
う
ζ
と
に
な
り 、

そ
と
か
ら
得
る
私
の
感
想
は 、
細
江
氏
と
は
逆
に 、
日
本
語
の
過
去
表
現
の
解

釈
上 、
い
か
に
ア
ス
ペ
ク
ト

や
ム
ー
ド

の
基
準
を
立
て
る
ζ
と
が
必
要
か
つ
有

益
で
あっ
て
も 、
テ
ン
ス
の
枠
は
い
ぜ
ん
と
し
て
生
き
て
い
る 、
と
い
う
と
と

ろ
に
あ
る 。
乙
の
際 、
中
島
文
雄
氏
の
次
の
言
を
引
用
し
て
お
き
た
い 。

時
間
意
識
が
わ
れ
わ
れ
の
最
も
根
本
的
な
表
象
の
ヨD
E日
に
帰
せ
ら
れ

る
以
上 、
乙
れ
が
何
ら
か
の
言
語
表
現
を
見
出
す
の
は
当
然
の
ζ
と
で
あ

る 。
そ
し
て
そ
の
言
語
表
現
が
動
詞
の
語
形
変
化
と
か
不
定
詞
に一
定
の
助

動
詞
を
つ
け
る
と
か
い
ふ
や
う
な
形
式
を
と
る
以
上
吋
g
お
な
る
文
法
範

鴎
は
臨時
踏
な
く
認
め
ら
れ
る
と
思
ふ 。
乙
の
際
現
在 、
過
去 、
未
来
の
表
現
形
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式
が
多
義
的
で
あ
る
こ
と
は 、
言
語
の
本
質
上
避
け
が
た
い
と
と
で
あ
る

(注6)

が 、
ζ
れ
を
も
っ
て
時
間
意
識
を
疑
ふ
の
は
誤
ま
り
で
あ
る 。

静
岡
方
言
に
お
け
る
区
別
は 、
自
分
の
動
作
に
つ
い
て
は
タが
ほ
Y

専
用
さ

れ 、
他
人
や
自
然
事
物
に
つ
い
て
は
タと

ケ
が
使
い
わ
け
ら
れ
る 、
と
い
う
ア

ス
ペ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
が 、
区
別
は
あ
く
ま
で
「
現
在」
に
相
対
的

な
「
過
去」
(「
絶
対
的」
で
は
な
い)
K
関
す
る
も
の
で 、
「
補
い
合
う
分
布」

を
な
す
関
係
に
あ
る
と
み
ら
れ
る 。
し
か
も 、
ζ
の
関
係
は
当
静
岡
方
言
に
お

い
て 、
「
推
量」
と
「
能
動」
を
あ
ら
わ
す
ラ
と
ズ
の
関
係
に
も
み
ら
れ
る
も

の
と
好
対
照
を
な
す
点 、
注
目
すべ
き
も
の
で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
自
分
の
動

作
に
関
し
て
は
ズ
が
用
い
ら
れ 、
他
人
や
自
然
事
物
に
つ
い
て
は
ズ

と
ラ
が
使
い
わ
け
ら
れ
る
の
を 、
「
未
来」
に
関
す
る
「
補
い
合
い」

の
関
係
と
み
る
と
す
れ
ば 、
「
過
去」
と
「
未
来」
と
は
上
の
図
の

よ
う
に
左
右
対
称
を
構
成
す
る
こ
と
が
わ
か
る 。
と
か
く
の
詮
議
も

あ
る
終
止
形
は 、
E-a
と
司c
g
B
を
ふ
り
わ
け 、
そ
れ
ぞ
れ
に
相

対
す
る
役
割
を
も
っ
と
い
う
体
系
的
見
地
か
ら
po
g
己
(
現
在)

と
し
て
の
位
置
づ
け
が
許
さ
れ
よ
う 。
乙
れ
は 、
テ
ン
ス
の
体
系
を

現
実
的
に
浮
び
あ
が
ら
せ
る
も
の
で
あ
る 。

(
注)

l

「
日
本
文
法
辞
典」
時
の
助
動
詞

2

福
村
「
時
制
と
態
」 、

英
文
法
シ
リ
ー

ズ
ロ
太
田
朗

「
完
了

形
・

進
行
形
」

与斗 タ ツケ|

静岡県方 言 の 過去表現につい て

形止終

「
動
詞
時
制
の
研
究
」
(
泰
文
堂
)

p
m

前
記
「
時
・

態
・

相
お
よ
び
法
」

5

大
修
館
讐
庖
ク
ェ
ス
チ
ョ
ン
ボ
ッ

ク
ス

シ

リ
ー

ズ
6
「
時

制
・

法
・

態
」

の
解
説
よ
り

3 4 

6 
「
文
法
の
原
理」
(
研
究
社)
P
捌

ー』
，、

未
来
表
現
に
つ
い
て

静
岡
方
言
(
と
の
場
合 、
静
岡
全
県
下
に
共
通
す
る
も
の
と
み
ら
れ
た
い)

の
用
言
に
お
け
る
「
推
量」
形
は 、
通
常 、
終
止
形
プ
ラ
ス
「
ラ」
で
あ
る 。

動
詞
な
ら
ば 、
行
ク
ラ 、
見
ル
ラ
の
よ
う
に 、
形
容
詞
な
ら
ば 、
無
イ
ラ 、
寒

イ
ラ
の
よ
う
に
い
う 。
世
間
的
に
は 、
ソ
l

ズ
ラ 、
雨
ズ
ラ
の
ズ
ラ
の
方
が
知

ら
れ
て
い
る
が 、
ズ
ラ
は
指
定
の
助
動
詞
と
い
わ
れ
る
ダ
の 、
そ
の
推
量
形
と

い
うべ
き
で 、
ラ
を
仮
に
助
動
詞
と
す
る
に
し
て
も 、
ズ
ラ
は
そ
れ
と
同
列
に

扱
うべ
き
独
立
し
た
助
動
詞
で
は
な
い 。
ズ
ラ
は
ふ
つ
う
は
体
言
に
つ
く

が 、

そ
れ
は
「
そ
う 。
雨」
の
推
量
形
と
し
て
で
は
な
く 、
「
そ
う
だ 。
雨
だ」
の

推
量
形
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る 。
形
容
動
詞
の
印刷
合 、
楽
ズ
ラ
或
い

は 、
楽
ナ
ラ
で
あ
る
が 、
ζ
れ
は
そ
の
終
止
形
花 、
楽
ダ 、
楽
ナ
の
二
通
り
の

い
い
か
た
が
あ
る
と
と
に
由
来
す
る 。
又
行
ク
ズ
ラ 、
見
ル
ズ
ラ 、
寒
イ
ズ
ラ 、

行
カ
ナ
イ
ズ
ラ
の
よ
う
に
用
言
に
つ
く
と
と
も
実
際
に
は
多
い
が 、
と
れ
は 、

行
ク
ダ
(
行
く
の
だ)
見
ル
ダ
(
見
る
の
だ)
寒
イ
ダ
(
来
い
の
だ)
イ
カ
ナ

イ
ダ
(
行
か
な
い
の
だ)
の
推
量
形
と
し
て
な
の
で
あ
る 。

世
間
的
に
こ
の
ラ
と
ズ
ラ
の
違
い
が
殆
ど
理
解
さ
れ
な
い
の
は 、
む
し
ろ
と

れ
と
対
訳
さ
れ
る
共
通
語
文
法
の
方
に
責
任
が
あ
る 。
共
通
語
の
文
法
も
決
し

て
理
路
の
正
し
い
も
の
で
は
な
く 、

方
言
的
な
類
推
と
誤
用
の
伸
展
し
た
も
の

が
混
じ
っ

て
い
る
と
と
を
注
意
し
た
い 。
す
な
わ
ち
方
言
の 、
行
ク
ラ 、
寒
イ

ラ
が
共
通
語
の
「
行
く
だ
ろ
う 、
寒
い
だ
ろ
う」
に
対
応
す
る
と
ζ
ろ
か
ら 、

ラ
も
ズ
ラ
も
「
だ
ろ
う」
の
意
味
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
は
誤
ま
り
で
あ

る 。
ズ
ラ
は
体
言
格
の
語
に
つ
く 。

用
言
に
つ
く

場
合
は
「
!

の
だ
ろ
う」
の

意
味
で
あ
る 。
共
通
語
が
「
行
く
だ 。
寒
い
だ」
な
ど
と
い
わ
な
い
の
に
「
行
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く
だ
ろ
う 。
寒
い
だ
ろ
う」
と
は
い
う
と
ζ
ろ
が
変
で
あ
る 。
な
お 、
ズ
ラ
は

近
年
東
海
道
筋
の
西
部
か
ら 、
ダ
ラ
に
押
さ
れ
る
動
き
を
み
せ
て
い
る 。
し
か

し
ラ
と
ズ
ラ
(
又
は 、
ダ
ラ)
の
区
別
は
全
県
に
わ
た
っ
て
異
同
は
な
い 。

さ
て 、
静
岡
方
言
に
お
い
て
は 、
右
の
推
量
形
に
対
し 、
い
わ
ゆ
る
「
意

志 、
推
量」
形
が
別
個
の
形
態
素
「
ズ」
を
もっ
て
表
わ
さ
れ
る
点
が
改
め
て

注
目
さ
れ
よ
う 。
動
詞
未
然
形
に
つ
く
ズ
は 、
行
カ
ズ 、
降
ラ
ズ 、
見
ズ 、
食

ベ
ズ
の
よ
う
で
あっ
て 、
土
地
に
よ
り
或
い
は
人
に
よ
り 、
行
カ
1

ズ 、
見
l

ズ 、
又
は 、
行
カ
ス 、
見
ス 、
又
は 、
行
カ
l

ス 、
見
|

ス
の
よ
う
K
い
う
と

と
が
あ
る
(
ス
の
場
合
は 、
助
詞
カ
を
伴
な
っ
て
反
語
的
表
現
に
用
い
ら
れ
る

傾
向
が
強
い) 。
浜
名
湖
以
西
で
は 、
行
カ
| 、

見
l

の
い
い
か
た
が
優
勢 。

し
か
し

老
人
を
通
じ
て
み
れ
ば 、
ズ
は
全
県
下
に
ま
ん
べ
ん
な
く
あ
る 。
用
法

は
次
の
よ
う
で
あ
る 。

第一
に 、
一
人
称
の
能
動
的
怠
志
表
現 。

サ
l

行
カ
ズ
(
さ
あ
行
ζ
う)

今
日
中ニ
帰
ッ

テ
コ
ズ
ヨ

ヤ
ラ
ズ
ト

思
ッ
タ
ラ
ヤ
ル

食ベ
ズ
ト
シ
タ
ガ
ヤ
メ
タ
(
食べ
よ
う
と

)

第
二
は 、
他
人
や
自
然
事
物
の
能
動
的
動
作 。

雨
ガ
降
ラ
ズ
ト
シ
テ
イ
ル

誰
々
ガ
ア
ッ

チ
エ
行
カ
ズ
ト
シ
タ
ラ

・

第
三
は 、
能
動
的
推
量 。

ア
シ
タ
ワ
雨
が
降
ラ
ズ
ヨ
(
降
り
ま
し
ょ
う)

ア
イ
ツ
ダ
ッ

テ
ソ
レ
グ
ラ
イ
出
来
ズ
(
出
来
よ
う)

ソ
ノ
ウ
チ
ニ
ヤ
メ
ズ
(
や
め
る
だ
ろ
う)

ア
シ
タ
ワ
雨
デ
ア
ラ
ズ
(
雨
で
あ
ろ
う)

乙
れ
ら
は
「
意士山 、
推
量」
と
い
う
よ
り
は
「
能
動」
と
い
う
と
と
ば
で一

括
し
た
方
が
よ
い 。
第
三
の
用
法
な
ど
は 、
か
な
り
「
推
量」
に
近
い
が 、
動

作
が
当
然
そ
う
な
る
と
い
う
窓
味
を
ζ
め
て
述
べ
ら
れ
る
も
の
で 、
ラ
よ
り
も

確
信
の
強
い
推
E 、
予
測
さ
れ
る
未
来
と
い
うニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る 。
乙
れ
に

対
し
ラ
は 、
自
分
の
推
E
を
公
開
し
て
た
だ
し
た
り 、・
又 、
相
手
の
意
向
を
確

か
め
よ
う
と
し
て
「
相
手
K
む
か
つ
て」
話
し
か
け
る
と
い
う
立
場
が
表
わ
さ

れ
や
す
い 。
例
え
ば
文
末
助
詞
「
カ」
と
同
じ
よ
う
な
上
昇
調 、
或
い
は
下
降

調
の
文
末
ア
ク
セ
ン
ト

が
伴
な
う 。
と
も
あ
れ 、
ラ
は
他
人
や
自
然
事
物
に
つ

い
て
用
い
ら
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で 、
自
分
の
行
為
に
つ
い
て
用
い
る
と
と
が
あ

る
と
す
れ
ば 、
次
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る 。
明
日
ワ
漁ニ
出
ル
ラ 。
(
五
人
ナ

ラ)
酒
二
升
グ
ラ
イ
飲
ム
ラ 。
の
よ
う
に 、
自
分
を
含
め
た
多
勢
の
行
為
を
他

人
ど
と
の
よ
う
に
予
測
す
る
と
か 、
俺
ダ
ッ

テ
飲
メ
ル
ラ 。
の
よ
う
に
自
分
の

行
為
を
可
能
動
詞
で
迂
図
的
に
云
う
な
ど 。

ζ
れ
ら
推
宣
形
や
能
動
形
に
関
す
る
詳
し
い
紹
介
は
別
の
機
会
に
待
つ
ほ
か

な
い
が 、
ζ
の
場
合
の
ラ
と
ズ
の
組
が
過
去
表
現
の
ケ
と
タ
の
組
と
対
称
を
な

し
て
テ
ン
ス
の
体
系
を
構
成
す
る
と
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る 。

な
お 、
左
右
対
称
の
比
較
上
異
な
る
と
恩
わ
れ
る
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る 。

「
あ
る」
と
い
う
動
詞
や
形
容
詞 、
形
容
動
詞
等
に
お
い
て 、
Hi
gH
で
は

ケ
だ

け
が
つ
く
の
に 、
日り
三巴円ぬ
で
は
ラ
が
つ
く

場
合
(
ア
ル
ラ 。
中丹、
イ
ラ 。
楽
ズ

ラ)
と 、
ズ
が
つ
く

場
合
(
ア
ラ
ズ 。
寒
カ
ラ
ズ 。
楽
デ
ア
ラ
ズ)
が
あ
る
と

と 。
ラ
は
相
手
に
話
し
か
け
る
推
量 、
ズ
は
独
自
的
な
推
量
を
表
わ
す 。
次
に

「
完
了」
に
は
そ
の
又
過
去
形 、
す
な
わ
ち
過
去
完
了
が
あ
る
と
と
が
左
右
の

対
称
を
な
さ
な
い
点
で
あ
る 。
自
分
の
事
で
も
稀
に
は
無
意
識
に

ケ
を
用
い
る

ζ
と
が
あ
る
と
い
う
点
は 、
対
称
図
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が 、
そ
れ
と
同
程
度
に

自
分
の
行
為
に
つ
い
て
も
推
量
に
ラ
を
用
い
る
と
と
が
あ
る
点
で
相
殺
し
た 。

72 



七

諸
方
言
及
び、

上
代
語
な
ど
と
の
比
較
の
た
め
に

静
岡

方
言
の
テ
ン
ス
忙
な
ら
っ
て
他
の

方
言
の
考
察
に
進
む
な
ら
ば
別
図
の

よ
う
で
あ
る 。

関
東
方
言
の
中
に
は
少
数
の
語
に
限
り
動
詞
に
ケ
が
直
接
つ
く

方
言
が
あ

(
注
1)

(
注
2)

る 。
江
戸

方
言

も
そ
う
だ
つ
た 。
又 、
池
上
二
良
氏
報
告
に
よ
る
群
馬
県
中
里

{
注
3}
{
注
4}

村
方
言

そ
の
他
は 、
殆
ど
静
岡

方
言

と
同
質
の
も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
ほ
ど
で

あ
る
が
検
討
の
余
地
も
あ
り 、
比
較
は
今
後
の
課
題
で
あ
る 。
ζ
の
種
の
現
象

は
非
常
に
調べ
に
く
い
た
め 、
静
問
県
と
群
馬
県
と
そ
の
他
を
つ
な
ぐ
空
白
地

帯
は
調べ
落
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
大
で
あっ
て 、
そ
れ
を
暗
示
す
る
か
の
よ

ヶ
ま
タ一

ト一
又
打一

静岡県 方 言 の過去表現につ い て

一般関東方言

I 
(終止形) 「

a 

日

タ

一一百方一

的

市一

一組

松

「|

ベー

b 浜
他 ラ |
自 | ス

タ

東 京 方 言

: 院己 ( (終止形) I タ

d 一般関西方言
他 | ヤロ- I I 1-， '- ， I (終止形) I 
自 �_iウ) ， ヨ ー l '

- ' 1 IJ 

タ

きロ方一

形

一

止

一
'
冬

後一

α
ヨ

丹e 

(ウ)，

う
な
注
1 、
4

等
の
断
片
的
な
報
告
例
も
あ
る
わ
け
だ
が 、
AOl
は
全

般
に
不
足

不
満
の
面
を
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い 。

東
京

方
言
の
タ
ッ

ケ
は 、
静
岡

方
言
を
は
じ
め
と
す
る
本
州
東
部一

般
の
タ

ッ
タ
や
タ
ッ

ケ
よ
り
窓
味
用
法
が
狭
い 。
又 、
東
京

方
言、
一

般
関
西
方
言
の

同 、
ヨ
ー

は 、
浜
松
の
ス
よ
り
も
意
味
用
法
が
狭
い 。
丹
後
な
ど
げい
あ
る 、
ア

シ
タ
ワ
雨
ガ
フ
ロ
l 、

ソ
レ
グ
ラ
イ
デ
キ
ヨ
ー

の
よ
う
な
い
い
か
た
も 、

東
京

{
注
5)

な
ど
で
口
語
と
し
て
は
用
い
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

と
の
よ
う
な
比
較
研
究
は

言
語
地
理
学
的
に
も
完
成
さ
せ
る
必
要
が
あ
る 。

た
と
え
ば
静
岡
県
に
限っ
て
そ
れ
を
み 、
位
相
別
に
も
み
て
い
く
と 、
そ
と
に

は
完
了
形
タ
の
用
法
が 、
過
去
形
ケ
を
押
し
の
け
よ
う
と
す
る
様
子
を
認
め
る

と
と
が
で
き
る 。
ζ
れ
は
先
に
述べ
た
よ
う
に 、
「
完
了」
は
「
過
去」
を
含

み
う
る
が
「
過
去」
は
「
完
了」
を
含
み
え
な
い
と
い
う
原
理
に
の
っ
と
っ
て

い
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。
国
語
史
K
お
い
て
も 、
上
代
か
ら
中
世 、
近
世

に
か
け
て
時
の
助
動
詞
が 、
本
来
は
「
完
了」
の
タ
K
統
合
さ
れ
て
き
た
事

(
注
6)

実 、
又 、
諸
外
国
語
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
事
実
に
思
い
あ

わ
さ
れ
る 。

と
と
ろ
で
我
々
の
一
大

関
心
事
と
し
て 、
上
代
日
本
語
に
お
け
る 、
い
わ
ゆ

る
「
回
想」
の
「
き 、
け
り」
対
「
完
了」
の
「
っ 、
ぬ 、
た
り 、
り」
と
い

{
注
7)

う
区
別
と 、
静
岡

方
言

と
の
比
較
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い 。
細
江
逸
記

氏
は 、
「
き」
は
目
脂
回
想 、
「
け
り」
は
伝
承
回
想
で 、
主
と
し
て
前
者
は
自

己
の
経
験
の
回
想 、
後
者
は
非
経
験
の
叙
述
だ
と
い
う 。
そ
の
よ
う
な
区
別
は

静
岡

方
言
に
は
あ
る
の
か 。
し
か
し
当

方
言
の
「
タ」
は 、
自
分
の
動
作
と
自

分
の
認
定
を
現
在
完
了
的
に
表
わ
す
も
の
だ
か
ら
「
き」
的
で
は
な
く 、

や
は

り
完
了
の
「
た
り」
に
近
い 。
又 、
「
ケ」
は
自
分
の
知
識
を
述べ
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
窓
味
用
法
の
幅
を
持
つ
が 、
大
筋
と
し
て
は
「
け
り」
に
近
い
と
い
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(
注
8)

え
る
の
で
あ
る 。
春
日
和
男
氏
は
「
け
り」
が
自
分
の
動
作
に
用
い
ら
れ
る
と

き
は 、
自
己
を
客
体
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
注
目
すべ
き
御
見
解
を

発
表
せ
ら
れ
た
が 、
そ
れ
な
ら
静
岡
方

言
の
「
ケ」
は
一
層
近
い 。
上
代
語
法

の
研
究
と
方

言
の
実
情
は 、
今
後
大
い
に
参
照
し
合
う
必
要
が
あ
る 。

方
言
の
ケ
や
ツ
に
は
推
量
形
(
ケ
ラ 、
ツ
ラ)
を
除
い
て
活
用
ら
し
き
も
の

が
み
ら
れ
ず 、
従
が
っ
て
仮
定
形
も
な
い
の
は 、
上
代
語
法
と
用
法
上
大
き
く

異
な
る
点
で
あ
る 。
方

言
の 、
「
完
了」
K
は
仮
定
が
あ
り
う
る
が
「
過
去」

に
は
仮
定
が
あ
り
え
な
い
と
い
う
事
に
も
意
味
上 、一
辺
認
め
ら
れ
る 。
又 、
方

言
の
完
了
形
に
は
そ
の
又
過
去
形
す
な
わ
ち
過
去
完
了
形
が
あ
る
と
い
う
乙
と

と 、
乙
れ
ら
が
本
州
東
部
全
域
に
か
た
よ
っ
て
い
る
と
い
う
全
国
分
布
の
問
題

な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
る
と 、
形
態
的
に
は
ケ
と
タ
の
差
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い

る
過
去
と
完
了
の
別
は 、
上
代
中
央
認
の
遺
存
と
い
う
だ
け
で
済
ま
せ
ら
れ
な

い
点
を
感
じ
る 。
水
往
方

言
の
ツ
は 、
意
味
的
に
は
ケ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
以

上 、
上
代
語
の
「
つ」
が
方
言
的
に
転
用
さ
れ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が 、

転
用
さ
せ
た
力
は
方

言
の
方
に
そ
の
前
か
ら
あっ
た
と
い
うべ
き
で
あ
る 。

な
お
水
箆
の
ツ
に
は 、
寺
田
泰
政
氏
に
よ
っ
て

キ、不
オ
シ
ョ
ッ
ツ

タ
テ
ウ
ス
オ
シ
ョ
ッ
ツ

(
粁
を
背
負っ
て
た
て
日
を
背
負っ
て)

(
注
9)

と
い
う
よ
う
な
用
法
が
あ
る
ζ
と
が
発
見
さ
れ
た
が 、
乙
れ
は
ツ
の
連
用
中
止

法
と
い
う
よ
り 、
接
続
助
詞
「
つ
』」
に
近
い
も
の
で 、
き
まっ
て
二
回
呼
応

す
る
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
と
が
そ
の
後
判っ
た 。

ま
た
私
は
奈
良
県
下
北
山
村
で

ジ
ュ
l

ゴ
ロ
ッ
ピ
キ
ツ
ッ
ツ
ル
ワ
カ

(
十
五
六
匹
釣っ
た
よ)

の
よ
う
な
「
ツ
ル」
を
採
集
し
た 。
乙
の
ツ
ル
は
動
詞
だ
け
に
つ
き 、
意
味
は

「
完
了」
的
で
あ
る
ζ
と
も 、
乙
ζ
で
報
告
し
て
お
乙
う 。

注
1

「
方
言
学
講
座
」

第
二
巻
「
青
森
」
(
此
烏)
「
秋
悶
」
(
北
条)
「
岩
手
」

(
小
松
代
)

「
宮
城
・

山
形
」
(
斎
藤
)
「
福
島
・

茨
城
・

栃
木
」
(
宮
島)

「
群
馬
・

埼
玉
」
(
上
野)

な
ど
参
照

。

2

湯
沢
幸
吉
郎

「
江
戸
言
葉
の
研
究
」 。

中
村
通
夫
「
東
京
語
の
性
格
」

中
の
「
助
静

グ
け
d

に
つ
い
て
」

3

都
応
大
学
「
国
語
研
究
」

第
一

巻
四
号
所
収
「
雨
が
降
っ
け
」

4

大
場
と
し
子
「
束
京
都
西
多
摩
郡
青
梅
町
方
言
」

(
未
見 。
池
上
氏
論

文
よ
り
孫
引
き
) 。
ま
た
江
戸
時
代
の
関
東
諸
地
方
の
綾
子
は 、
中
村
通

夫
「
助
辞

，
け
d

に
つ
い
て
」

に
述
べ
ら
れ
て
い
る

。

5

中
村
通
夫
「
来
京
語
に
お

け
る

意
志
形
と

推
量
形
」
(
「
東
京
語
の
性

格
」

所
収
)

6

イ
エ
ス
ペ
ル
セ
ン

「
文
法
の
原
理
」

半
田
一

郎
訳
P

制
。

太
田
朗
「
完

了
形
・

進
行
形
」

7

「
動
詞
時
制
の
研
究
」

p
m
l 。

「
動
詞
叙
法
の
研
究
」

(
泰
文
堂
)

P

oo
hf、 O

Aせ !
4

8

「
存
在
詞
に
関
す
る
研
究
」
(
風
問
答
房)
P
加

9

「
土
の
い
ろ
」

復
刊
お
所
収
「
奥
遠
州
水
窪
町
の
ア
ク
セ
ン
ト

」

あ

と

が

き

本
稿
は
昭
和
幻
年
度
国
語
学
会
春
季
大
会
に
て
発
表
し
た
も
の
の
理
論
的
な

分
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
で

、

実
態
の
分
布
と
用
例
に
つ
い
て
は 、

別
の
機
会

を
予
定
し
て
い
る
。

柴
m
武 、

都
竹
通
年
雄 、

徳
川
宗
野 、

林
弘 、

オ寸
凹
泰
政 、

以
上
の
諸
氏
か

ら
は
何
か
と
ど
教
示
を
得
た
り

、

文
献
を
お
貸
し
頂
い
た
り
し
た

。

ζ
乙

に
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
た
い

。
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